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学務情報システム内では行列
(

a b
c d

)
は [[a,b],[c,d]], A−1は A^{-1}と表記する．

[1] (定義) Aを n次正方行列とする．

(1) AB = BA = Enなる n次正方行列Bが存在するとき，Aを 行列という．

(2) このとき，この行列Bを行列Aの 行列とよび，(3) と表す．

(4) 例えば，

(
1 1
0 1

)−1

= .

[2] n次正則行列A, Bに対して，A−1, ABも n次正則行列であり，その逆行列は

(1) (A−1)−1 = , (2) (AB)−1= で与えられる．

[3] A =

 0 1 c
0 0 1
0 0 0

とする．(1) A2= , (2) A3= である．

[4] A = (aij)をm × n行列とする．AT = (aji)を Aの 行列 (transposed matrix)

という．

[5] x =

 x1

x2

x3

, y =

 y1
y2
y3

 に対して，xと yが直交するための必要十分条件は

xTy = x1y1 + x2y2 + x3y3 = 0である．この xTyは xと yの内積と呼ばれている．

例えば，x =

 a
−3
1

と y =

 a
a
2

 が直交するのは，a = のときである．


